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都市の総合計画においては多種多様な政策実施手段が存在し，またその実施による効果影響は多様な主

体に対して多彩である．しかし，これらの政策手段やその効果については概念的もしくは単一の建設プロ

ジェクト等を対象とした整理しかなされておらず，特に都市シミュレーションモデルを前提とした体系的

な整理はほとんどなされていない．また，今後の人口減少下の限りある財政状況の下では，複数政策によ

る政策パッケージ構築の必要性がますます増大すると考えられるが，その合理的な方法論は構築されてい

ない．そこで本研究では，総合的な都市計画における政策パッケージの構築を，都市シミュレーションモ

デルを用いて客観的に行うために，政策手段とその実施効果の判断指標を体系的に整理することを目的と

する．整理においては，従来型のゾーン等のメゾ単位での分析に加え，今後重要性を増すミクロな視点で

のシミュレーションモデル分析の活用を含めた検討を行う． 
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1. はじめに 
高度成長期における都市問題は，人口の増加や都

心部への人口集中等によって生じる渋滞等の交通課

題や，住宅価格や居住費の高騰，居住地の不足等の

居住に関する課題等が主であった．これらの課題の

解決のための政策は，交通インフラの整備，郊外住

宅地の造成など，量的な拡大を目的とした政策が主

であり，その効果は個々の政策に対する量的な不足

の解消を計測することで評価することが可能であっ

た． 
しかしながら，わが国をはじめ先進諸国の多くの

都市では人口減少段階に移行し，地方都市を中心に

拡散・低密度化が進行し，地域の経済効率性や生活

利便性が低下している．拡散した都市において公共

投資が非効率に行われることは，少子高齢化に伴う

生産年齢人口の大幅な現象も相まって財政を圧迫し，

それにより，さらに生活利便性を低下させることが

懸念される．このような状況に対し，いわゆるコン

パクトシティのような持続可能な都市の形成を目指

す概念が提示されており，その実現のためには，従

来の人口増を前提とした計画から，都市の縮退を前

提とした計画への変革を迫られている．このような

状況に対する都市問題の解決は，従来のような単一

政策による量的な解決のみでは実現が困難であり，

土地利用や交通に関する複数の都市政策の複合パッ

ケージによる総合的な計画が求められている． 
都市の総合計画においては多種多様な政策実施手

段が存在し，またその実施による効果影響は多様な

主体に対して多彩である．従って，これらの複数の

都市政策による複合的な効果の計測は直感的には困

難であり，都市シミュレーション等を用いた効果の

計測に基づく，都市マネジメントの意志決定支援ツ

ールの必要性は今後さらに増すものと考えられる． 
都市政策の効果計測を目的とした土地利用交通モ

デル等の都市モデルは，これまでも多く開発され，

実際の計画にも用いられてきた1) 2) 3) 4)．しかし，こ

れらの政策手段やその効果については，概念的もし

くは単一の建設プロジェクト等を対象とした整理し

かなされておらず，特に都市シミュレーションモデ

ルを前提とした体系的な整理はほとんどなされてい

ない．また，今後の人口減少下の限りある財政状況

の下では，複数政策による政策パッケージ構築の必

要性がますます増大すると考えられるが，その合理

的な方法論は構築されていない． 
そこで本研究では，総合的な都市計画における政

策パッケージの構築を，都市シミュレーションモデ
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ルを用いて客観的に行うために，政策手段とその実

施効果の判断指標を体系的に整理することを目的と

する．検討においては，複数政策による政策パッケ

ージの必要性を整理した上で，それらの評価に関す

る既存検討事例を整理し，政策手段を体系的に整理

する．また，既存検討事例をベースに，政策手段の

実施効果の判断指標を体系的に整理する．これらの

整理においては，従来型のゾーン等のメゾ単位での

分析に加え，今後重要性を増すミクロな視点でのシ

ミュレーションモデル分析の活用を含めた検討を行

う． 
 
2. 複数政策による政策パッケージの必要性 
 
(1) 我が国の都市課題と集約型都市構造の必要性 

わが国の人口は2005年に減少に転じ，今後一貫し

て減少することが予測されている．また，年少人口

および生産年齢人口が減少する一方で老齢人口が増

加し，地方都市を中心に急激な高齢化が進行してい

る．人口減少や高齢化は，地域の財政を圧迫し，さ

らに高度成長期に蓄積されてきた社会資本の多くが

更新期に到達することによる維持管理コストの増加

も相まって，財政的な制約は今後一層高まることが

予測される．その一方で，モータリゼーションの進

展，郊外部への大型商業施設や住宅団地への立地は，

高度成長期から一貫して続いており，中心市街地の

空洞化，公共交通や都市的サービスのサービスレベ

ルが低い郊外住宅地のスプロール化，高齢者等の交

通弱者の移動を担う公共交通の衰退といった問題を

引き起こしている． 
このような拡散型の都市構造を放置した場合の問

題については，国土交通大臣の諮問に対する社会資

本整備審議会の都市計画部会，都市交通・市街地整

備小委員会にて以下のようにとりまとめがなされて

いる5)． 
①公共交通の維持が困難 
人口や都市機能の分散と自動車利用が一層進展し，

公共交通の需要が減少し維持が困難となる． 
②超高齢社会の移動問題 

自動車が運転できない高齢者等にとって移動制約

が増大，また無理な運転による事故が増加する． 
③環境への負荷の高まり 

都市機能の拡散・散在は，地球環境，地域環境，

生活環境の各レベルで問題を発生させる． 
④中心市街地の一層の衰退 

中心市街地の衰退は，市民生活の質を支えるまち

の顔としての役割を失う重大な問題である． 
⑤都市財政の圧迫 

集積のメリットが失われ，都市施設の維持管理，

福祉施設等の行政コストの増大が懸念される． 
また，以上のような拡散型都市構造を放置するこ

とによる諸問題を解決または回避し，持続可能な都

市を実現するため，我が国の都市を集約型都市構造

へ再編することが不可欠であることが提唱されてい

る．ここで集約型都市構造とは，都市圏内の中心市

街地及び主要な交通結節点周辺等を都市機能の集積

を促進する拠点（集約拠点）として位置づけ，集約

拠点と都市圏内の他の地域を公共交通ネットワーク

で有機的に連携することで，都市圏内の多くの人に

とっての暮らしやすさと当該都市圏全体の持続的な

発展を確保するものと定義されている． 
 

(2) 政策パッケージの必要性 
集約型都市構造による持続可能な都市の形成に向

けた政策としては，公共交通の機能強化，線引きや

用途指定などの土地利用規制，公共施設の配置など

様々なものが想定される．これらの複数の政策は，

その内容，実施場所，実施量（面積や区間延長な

ど）を加味した上で政策群として提示されるべきも

のである．また，これらの政策の投入には，制約と

して，対象圏域の財政状況を踏まえたコストを考慮

する必要がある．このようなコスト制約下での政策

パッケージの効果を計測し，メリット/デメリット

を評価することが，客観的かつ透明性の高い総合計

画を実現する上で，今後ますます重要性を増すもの

と考えられる． 
 
3. 複合政策の評価に関する既存検討事例 
 
本節では，複合政策の評価に関する既存の評価事

例，研究事例等をレビューし，政策パッケージの評

価の視点からの考察を行う． 
 
(1) 複合政策の評価事例 

実務における複合政策の評価事例としては，都市

圏パーソントリップ調査（以下PT調査とする），お

よび同調査に基づく都市交通マスタープランの検討

が挙げられる．特に，仙台都市圏6)，西遠都市圏7)，

山口・防府都市圏8)等では，従来型の単一都市構造

前提とした交通政策の検討にとどまらず，複数の都

市構造代替案に基づく政策の評価・検討が実施され

ている．しかしながら，これらの都市構造代替案は，

与件として土地利用を外生的に設定したものであり，

道路，公共交通等，交通面の政策のみに限定した複

合的な政策を評価するにとどまっている． 

 

(2) 複合政策の評価手法に関する既存研究 
複合政策の評価手法に関しては，富田らが，簡便

戦略交通モデルを用いた都市交通政策パッケージの

最適化9)，およびCUEモデルを用いた土地利用・住

宅・交通政策のパッケージ化手法10)に関する研究を

行っている．前者は，ロードプライシングと鉄道料

金の二つの政策のみを対象とした最適化手法に関す

る研究であり，名古屋都市圏を対象とした検証もな

されているが，交通面，かつ料金政策に限定した検

討である．また，後者については，逆線引き，都心

住宅費補助，郊外課税，通勤交通費負担，交通基盤

整備，各種TDM政策を分析可能とする枠組みでのモ

デル化がなされているが，概念的な検討にとどまっ

ている． 
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また，近年の研究事例としては都市の将来像アセ

スメントツールに関する国土技術政策総合研究所の

一連の研究11) 12) 13) 14) 15)が挙げられる．持続可能な都

市構造の構築に関する都市・地域政策の合理的な選

択を複数の代替案の中から可能とすることを目的と

し，土地利用交通モデルを主体とした都市構造予測

モデル，およびこれらのアウトプットより複数の評

価指標を算出する都市構造評価モデルを主体とした

アセスメントツールの体系を構築し，また上越市お

よび道央都市圏を対象とした具体的な適用も実施さ

れている．複合的な政策の評価を，表-1に示す暮ら

し，安全，環境，活力，行政コストに関する30程度

の指標により多面的に行っている点が，我が国にお

ける検討事例としては先進的であるが，メゾモデル

ベースでの検討であり，ミクロな都市シミュレーシ

ョンを前提とした評価体系の構築や，代替案を構成

する政策パッケージの体系化についてはさらなる検

討の余地が残されている． 

 

(3) 海外における検討事例 
海外においては，都市モデルを用いた政策代替案

の将来予測分析に基づいた，実務ベースでの計画策

定事例がいくつか存在する．ここでは，その代表的

なものとして以下の4例を紹介する． 

①ケンブリッジフューチャーズⅠ/Ⅱ16) 17) 18) 

英国ケンブリッジで実施されたケンブリッジフュ

ーチャーズⅠでは，空間開発や交通等の政策による

将来の変化が特徴的に把握できるように単純化され

た７つの政策オプションに対して，土地利用交通モ

デルを用いた将来シミュレーションを実施し，これ

らの結果をもとに関係者間で協議が行われた．検討

結果は，ケンブリッジ市に提言として提出され，ス

トラクチャープランにおける空間開発戦略の策定の

際に用いられている．また，ケンブリッジフューチ

ャーズⅡでは，ケンブリッジフューチャーズⅠにお

ける土地利用のオプションが，いずれも交通の混雑

を引き起こすものであったことを踏まえ，交通面か

らの検討として，5つの交通計画に関する政策オプ

ションを設定し，都市モデルを用いた評価検討を行

っている．いずれの検討においても，住宅価格，産

業部門別雇用者数，交通手段構成等の各分野に渡る

評価指標に加え，これらを統合した，経済的効率

性・社会的公平性・環境質という3つの総合評価指

標を設定している点が特徴的である． 

②Vision2040
19)
 

成長・経済・交通に関する長期戦略として，米国

シアトル都市圏の都市圏計画機構であるピュージェ

ット湾広域委員会が策定したVision2040では，対象

地域を6地域に分割した上で，各地域の人口および

雇用成長率を変化させた4つの代替案を設定し，社

会・経済・環境に関する66項目への影響を長期的な

影響予測に基づいて行っている．このうち交通，土

地利用変化，温室効果ガス等の人口分布より統計的

な分析が可能な項目については定量的な指標の作成

と提示がなされており，文化・景観等の項目につい 

表-1 都市の将来像アセスメントにおける評価指標
13) 

分野 小分類 指標名 

居住地属性別居住者数 

一人当たり床面積 住宅 

居住費用 

所要時間 

交通手段構成比 

公共交通利用者数 

交通施設アクセス 

混雑度 

交通事故死傷者数 

交通 

都心等拠点アクセス 

インフラ 下水処理サービス人口比率 

暮らし 

コミュニケーション 居住者の属性構成バランス 

帰宅困難者数 

広幅員道路密度 防災 

災害危険区域の戸数・居住者数
安全 

医療 医療施設アクセス圏人口 

CO2排出量（運輸部門） 
地球環境 

CO2排出量（民生産業等部門） 

大気汚染 Nox排出量 
環境 

資源・エネルギー 燃料消費量 

活動量分布 従業者数 

時間短縮・定時性確保 
産業活動 

主要観光地間アクセス 
活力 

経済効果 地価・地代・地価変動率 

道路 道路 

訪問介護 

公共交通 

行政 

サービス

コスト 
サービス 

小・中学校 

 
ては定性的な分析が実施されている．代替案の評価

に基づいて作成された「優位案」が提示され，4つ

の代替案と比較する形で各評価項目による環境影響

評価を実施し，説明会や意見交換会を経て，

Vision2040が公的な意志決定手続きとして採択され

ている． 
③Blue Print

20)
 

Blue Printは，米国サクラメント都市圏の都市圏

計画機構であるSACOG(Sacramento Area Council of 

Governments)が実施主体であり，交通に関する長期

計画の策定を目的としている．2025年を目標年次と

する長期計画が2002年に策定された直後より，次の

長期計画を視野に入れた土地利用や交通ネットワー

クを考慮した都市構造に関する議論が開始されたも

のであり，4つに集約された将来都市構造に関する

シナリオの是非について，ワークショップ形式での

議論がなされ，選定された長期的都市開発シナリオ

を反映した形で，2035年を目標年とする長期交通計

画案が正式に議論されている． 

④PROPOLIS21) 

PROPOLISは，都市の持続性のための都市計画・調

査システムとして，土地利用および交通政策の関係

を分析するために実施されたEUプロジェクトであり，

土地利用と交通政策の関係の持続性を評価するため，

同様の政策を異なる都市に適応しその効果を比較す

ること，他の都市における政策の検証により移転可

能性のある技術的手法を実証することを目的として

いる．欧州の7都市を対象として，3つの異なるタイ

プの土地利用交通モデル（ MEPLAN ， IRPUD ，
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TRANUS）が適用されている．このうち，ドイツのド

ルトムントでは，IRPUDモデルの適用が行われ，複

合政策を含む20の政策シナリオに対する都市構造予

測のもと，環境や社会経済に関する指標を用いたイ

ンパクトの計測，GISを用いた結果の可視化などが

行われている． 

 

(4) 政策パッケージに関する検討事例 
我が国における政策パッケージの検討事例として

は，平成22年3月に国土交通省国土計画局が公表し

た「プロジェクト・パッケージのすすめ-事例・ポ

イント集-」22)がある．本検討自体は，地域活性化 

 

プロジェクトを対象としたものであるため，中心市

街地の商業活性化，地区再生など限定的な課題解決

を目的とした政策パッケージも含まれており，政策

は既存施設の有効活用から官民連携等の取り組み体

制に至るまで多岐である．しかし，フランスのグル

ノーブルにおけるLRT整備を軸とし，住宅政策，商

業政策，自動車流入規制を組み合わせた，環境改

善・経済活性化・アクセシビリティ向上による持続

的発展をする都市圏の形成等については，集約型都

市構造を実現するための複合政策パッケージを検討

する上で参考とすることができる． 

 

 

表-2 政策手段の体系的整理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メゾモデル ミクロモデル
● ●
● ●
× △
× △
× △
△ △
● ●
● ●
× △
● ●
× △
× △
× ×
× △
● ●
△ △

財政施策 ● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
× △

立地規制 ● ●
● ●
● ●
● ●

都心居住費補助 △ ●
高齢者居住費補助等 △ ●

● ●
都心移転費補助 △ ●
高齢者移転費補助等 △ ●

× △
△ ●
△ ●
△ ●
△ ●
● ●
● ●
● ●
× △
△ ●
△ △
× △
× ×
× ×

×：評価不可能

その他

●：評価可能
△：特化したモデルを利用することにより評価可能となる可能性あり

施設配置

税制

土地利用規制

面開発

公共施設

インフラ

維持管理

住宅政策

交通政策

土地利用、
住宅関連政
策

シミュレーションモデル
による評価の可能性分野 政策

ソフト政策

施設整備

・骨格道路整備（新規路線、拡幅等）
・公共交通網整備 　（鉄道、地下鉄、LRT、バス等）
・自転車道、歩道整備
・交通結節点整備　(バスターミナル、バリアフリー化な
・駐車場整備
・交通事故対策、渋滞対策
・高速料金施策
・公共交通料金政策施策、乗り継ぎ割引
・公共交通ＩＣカード
・ロードプライシング、乗り入れ規制
・時差出勤
・パークアンドライド、キスアンドライド、カーシェアリング
・モビリティマネジメント
・情報提供、ＩＴＳ
・道路維持管理
・除雪
・公共交通運営費補助
・区画整理
・再開発
・住宅地整備
・線引き
・用途指定
・容積率／建蔽率指定
・各種土地規制（高度地区・防火地域及び準防火地域
・大型商業施設立地規制
・公営住宅建設/更新
・公営住宅居住費

・耐震化補助、建て替え補助
・公共施設（市役所、役場、等）
・学校（小中学校、高校、大学）
・病院、福祉施設
・公園、緑地
・上下水道
・ガス
・土地、不動産関連税制
・所得税、相続制等

・国際交流関連政策

・移転費補助

・居住費補助

・自動車関連税制（保有税、重量税等）
・治安関連政策
・コミュニティ関連政策
・観光関連政策
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(5) 複合政策評価に関する既存検討事例のまとめ 
以上の既存検討事例に関するレビュー結果より得

られた知見を，以下にまとめる． 

①いずれの既存検討事例においても，導入政策の

パッケージ化は交通面の政策などに限定であるか，

もしくは土地利用と交通の両面に対する政策を検

討しているものでも，アドホックな政策手段の組

み合わせで行われている．また，学校，介護福祉

施設など都市施設の配置を考慮した検討事例は，

非常に少ない．さらに，高齢者への居住費補助と

いったような，ターゲットを絞った政策が今後考

えられるが，ミクロな視点での都市シミュレーシ

ョンを前提とするこれらの検討はなされていない． 

②評価指標については，多くの事例において，羅列

された個別評価指標に基づく評価が実施されてい

る．ケンブリッジフューチャーズでは総合評価指

標の作成が，富田らの研究では総費用最小化，も

しくは世帯の等価変分の総和最大化を目的関数と

した最適政策の探索手法が検討されているが，い

ずれも限定的な分野であるか，政策に対する体系

的な整理にまでは言及していない．国土技術政策

総合研究所による都市の将来像アセスメントツー

ルに関する一連の研究では，評価指標について既

存検討事例の集約による体系的な整理がなされて

いるが，ミクロなシミュレーションモデル分析の

活用可能性については検討の余地が残されている． 

 

以上より，政策手段，およびその実施効果の判断

指標ともに，都市シミュレーションモデルを前提と

した体系的な整理が必要であり，さらにミクロな視

点でのシミュレーションモデル分析の活用可能性を

含めた整理を行うことが，政策手段のパッケージ化

とその効果計測を実現する上で重要であり，本検討

はそのための基礎的な検討を行うものであると位置

づけられる． 
 

4. 政策手段の体系的整理  
3.で実施した既存検討事例のレビュー内容を基礎

資料として，政策手段の体系的な整理を行った．整

理結果を，表-2に示す． 

整理は，大別して交通政策，土地利用・住宅関連

政策，施設配置，税制，その他の分野ごとに行った．

ミクロな視点での政策手段として，居住費補助およ

び移転費補助について，都心のように地区を限定し

た政策，高齢者のようにターゲット主体を限定した

政策を考慮している． 

また，各政策手段について，都市シミュレーショ

ンモデルによる評価の可能性の視点から，従来型の

メゾスケールのモデル，今度重要性を増すミクロな

視点でのシミュレーションモデルについて，それぞ

れ，評価可能，一般的には評価できないが特化した

モデルを利用することにより評価可能となる可能性

あり，評価不可能の3段階で分類を行っている． 

シミュレーションモデルによる都市政策の評価の

可能性において，ミクロモデルは，メゾモデルに対

し，交通結節点における乗り継ぎ，料金政策以外の

TDM政策等の交通政策，立て替え補助等の個々の建

物に関する住宅政策，公共施設配置の配置政策など

において，優位性がある．また，モビリティマネジ

メントのような新たな政策，観光・国際交流といっ

た地域外と関連する政策については，既存の都市シ

ミュレーションモデルでは評価が難しい点に留意が

必要である． 

 

5. 評価指標の体系的整理 
(1) 評価指標の体系化 
3.で実施した既存検討事例のレビュー内容を基礎

資料として，政策手段を評価するため指標について

体系的な整理を行った．整理結果を，表-3に示す． 

整理は，体系的な評価指標の整理において，メゾ

スケールのモデルを用いた事例として先行的である

国土技術政策総合研究所による都市の将来像アセス

メントツールに関する研究において提示されている

指標の分類・設定13)をベースとして行った．本検討

ではこれらに加え，以下の視点を考慮した点におい

て改良および発展を図ったものである． 

・ミクロな視点でのシミュレーションモデル分析の

活用を前提とし，都市全体の指標に加えて，空間

的に詳細な地区別の指標，高齢者や所属世帯とい

った詳細な主体属性を考慮した指標の視点を検討

し，算出可能かつ検討の意義を有するものについ

て星取り表の形式で整理した， 

・メゾスケールでは困難であるが，ミクロシミュレ

ーションにおいて表現が可能となる建物の視点を

考慮し，建物老朽化率，空き家率等の評価指標を

追加した 

・複合政策パッケージの評価において，コスト面が

政策実施可否の判断における制約となることを踏

まえ，行政コストに関する指標を追加した．  
 

(2) 総合的な評価指標について 
総合的な都市計画における政策パッケージの構築

を，都市シミュレーションモデルを用いて客観的に

行うためには，上記で検討した評価指標を用いて，

総合的に判定するための手法が必要である．その手

法としては，既存検討事例のように，コストや便益

等の金銭ベースの1次元的評価を行う方法，複数の

指標結果より重み付け等により総合的な指標を作成

する方法が考えられる． 

総合的な都市計画における政策パッケージの評価

に対するこれらの手法の妥当性については，より十

分な検討が必要であると考え，本稿では結論を出す

には至らない．しかしながら，本検討で収集した事

例および，体系的な政策手段や評価指標の整理は，

今後これらの手法論を検討する上で有益な情報にな

るものと考えられる． 

 
6. おわりに 
本研究では，総合的な都市計画における政策パッ

ケージの構築を，都市シミュレーションモデルを用 
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表-3 評価指標の体系的整理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いて客観的に行うための初期的な検討として，既存

検討事例の包括的なレビューを行い，その結果を用

いて政策手段とその実施効果の判断指標の体系的な

整理を，従来型のゾーン等のメゾ単位での分析に加

え，今後重要性を増すミクロな視点でのシミュレー

ションモデル分析の活用を含めて行った． 

今後は，本検討を踏まえ，具体的な都市マイクロシ

ミュレーションモデルの構築と，その結果を用いた

評価指標の具体的な算出方法の作成，および政策パ

ッケージの評価手法の構築を行ってゆく予定である． 
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